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中央環境審議会の揮発性有機化合物排出抑制に関する専門委員会は、測定機器として以前から挙

げられている水素炎イオン化形VOC分析計（FID）についてJIS-D1030で規定されている「自動車排ガ

ス中の一酸化炭素、二酸化炭素、全炭化水素および窒素酸化物の測定方法」の分析計の作動性能を

そのまま適用する方針を固めました。 

しかし、酢酸エチル、イソプロピルアルコール、アセトンの 3 物質に関しては、排出量が多い（全 VOC 排

出量に対して各2％以上）ものの、FIDの分析感度が低い（相対感度が70％未満）であるために補正係

数を用いた補正方法も検討されています。 

また規制対象施設の防爆対応などの問題から、排出口付近に直接測定機器を設置することは難し

いため、捕集バッグなどを使用した採取方法が検討されています。 

 

資料：2004 年 11 月 26 日付 化学工業日報  

                                 機器分析箇所 金子 圭介 
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